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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

２６

規

則

○
健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…（
福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
健
康
推
進
課
）…
�

○
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
保
健
局
保
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部
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助
成
課
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○
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
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施
行
規
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改
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す
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祉
保
健
局
生
活
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祉
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計
画
課
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○
プ
ー
ル
等
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締
条
例
施
行
規
則
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一
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を
改
正
す
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則
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…
…
…
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…（
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
環
境
保
健
衛
生
課
）…
�

○
東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…（
同
）…
��

○
多
摩
川
水
系
砂
利
採
取
収
束
に
伴
う
転
業
等
の
資
金
貸
付
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
河
川
部
指
導
調
整
課
）…
��

○
東
京
都
臨
海
地
域
開
発
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…（
港
湾
局
総
務
部
財
務
課
）…
��

○
東
京
港
港
湾
施
設
用
地
の
長
期
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
港
湾
経
営
部
振
興
課
）…
��

○
東
京
消
防
庁
消
防
職
員
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
消
防
庁
企
画
調
整
部
企
画
課
）…
��

○
火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
��

○
東
京
都
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�	

○
東
京
消
防
庁
職
員
互
助
組
合
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�	

規

則

健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
一
号

健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

健
康
増
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

に
改
め
る
。

「

」

別
記
第
三
号
様
式
中
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「

」
を

「

」
に
、
「３

変
更
内
容
次
の
と
お
り

」
を

「３
変
更
内
容

次
の
と
お
り
（
該
当
す
る
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を
「

」
に
、

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
健
康
増
進
法
施
行
細
則
別
記
第
二
号
様
式

か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
二
号

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
一
条
第
一
号
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
の
三
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
()表
及
び
第
二
号
の
三
様
式
()表
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、

「

」
を
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「

」
に

改
め
る
。

別
記
第
五
号
の
二
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
二

号
様
式
及
び
第
二
号
の
三
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
の
三
様
式
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
別
記
第
一
号
様
式
、
第
一
号
の
三
様
式
、
第
五
号
様
式
及
び
第
五
号
の
二
様
式
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
三
号

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三

十
の
項
㈢
⑵
中
「
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
」
の
下
に
「
（
一
般
客
室
の
床
面
積

（
和
室
部
分
及
び
同
一
客
室
内
に
複
数
の
階
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
般
客
室
の
出
入
口
の
あ
る

階
の
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
を
除
く
。
⑷
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
」
を
加
え
、
同
項
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷

⑵
の
規
定
に
該
当
す
る
便
所
及
び
浴
室
等
の
出
入
口
に
接
す
る
通
路
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も

の
（
当
該
出
入
口
に
接
し
て
脱
衣
室
、
洗
面
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
出
入
口
を
除
く
当
該
場
所
の
一
以
上
の
出
入
口
及
び
こ
れ
に
接
す
る

通
路
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
）
の
幅
は
、
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
（
一
般
客
室
の
床
面
積

が
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
す
る
こ
と
。

別
表
第
五

十
の
項
㈢
⑶
中
「
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
」
を
「
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

（
一
般
客
室
の
床
面
積
（
和
室
部
分
及
び
同
一
客
室
内
に
複
数
の
階
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
般

客
室
の
出
入
口
の
あ
る
階
の
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
を
除
く
。
⑸
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
」
に
改
め
、
同
項
㈢
⑹
中
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「
⑸
」
を
「
⑹
」
に
改
め
、
同
項
㈢
中
⑹
を
⑺
と
し
、
⑸
を
⑹
と
し
、
⑷
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸

⑶
の
規
定
に
該
当
す
る
便
所
及
び
浴
室
等
の
出
入
口
に
接
す
る
通
路
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も

の
（
当
該
出
入
口
に
接
し
て
脱
衣
室
、
洗
面
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
出
入
口
を
除
く
当
該
場
所
の
一
以
上
の
出
入
口
及
び
こ
れ
に
接
す
る

通
路
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
）
の
幅
は
、
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
（
一
般
客
室
の
床
面
積

が
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
す
る
こ
と
。

別
表
第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
八

道
路
に
関
す
る
整
備
基
準
（
第
五
条
関
係
）

整
備
項
目

整
備
基
準

一

歩
道

㈠

歩
車
道
の
分
離

⑴

歩
道
と
車
道
と
は
、
原
則
と
し
て
分
離
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
。

⑵

歩
車
道
を
分
離
す
る
方
法
と
し
て
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
を
原
則

と
す
る
こ
と
。

⑶

歩
道
に
設
け
る
縁
石
の
車
道
に
対
す
る
高
さ
は
、
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

㈡

歩
道
の
有
効
幅
員
、
勾
配

⑴

歩
道
の
有
効
幅
員
は
、
原
則
と
し
て
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
歩

行
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩
行
空
間
を
連
続
し
て
確
保
す
る
こ

と
。

⑵

歩
道
の
縦
断
勾
配
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶

歩
道
（
車
乗
り
入
れ
部
を
除
く
。
）
の
横
断
勾
配
は
、
一
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
構
造
、
気
象
の
状
況
そ
の
他

の
特
別
の
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
又
は
地
形
の
状
況
そ
の

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈢

歩
道
舗
装

歩
道
の
舗
装
は
、
歩
行
者
の
安
全
性
及
び
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、

平
坦
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

二

歩
道
と
車
道

と
の
段
差

㈠

単
路
部

⑴

歩
行
者
の
通
行
動
線
上
に
お
け
る
歩
道
と
車
道
と
の
段
差
は
、
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

⑵

す
り
つ
け
勾
配
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
（
た
だ
し
、
沿
道
の
状

況
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
）
と

し
、
勾
配
の
方
向
は
、
歩
行
者
の
通
行
動
線
の
方
向
と
一
致
さ
せ
る

こ
と
。

㈡

交
差
点
部

交
差
点
部
の
横
断
歩
道
に
向
け
て
の
切
下
げ
は
、
自
動
車
に
対
す
る

歩
行
者
の
安
全
、
路
面
の
排
水
な
ど
を
考
慮
の
上
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
が
円
滑
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

㈢

細
街
路
と
の
交
差
部

自
動
車
交
通
量
の
少
な
い
細
街
路
な
ど
と
交
差
す
る
場
合
は
、
本
線

の
歩
行
者
の
安
全
性
、
利
便
性
及
び
連
続
性
を
考
慮
し
、
歩
道
面
が
連

続
し
て
平
坦
と
な
る
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
切
り
開
き

形
式
と
す
る
場
合
は
、
細
街
路
の
路
面
と
歩
道
面
と
に
段
差
を
設
け
る

こ
と
。

三

車
乗
り
入
れ

部

㈠

歩
道
に
お
け
る
車
乗
り
入
れ
部
は
、
歩
行
者
の
安
全
性
及
び
快
適
性

を
考
慮
し
、
歩
道
面
が
連
続
し
て
平
坦
と
な
る
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ

と
。

㈡

車
乗
り
入
れ
部
の
縁
石
の
段
差
は
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と

す
る
こ
と
。

㈢

車
乗
り
入
れ
部
の
す
り
つ
け
勾
配
は
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
（
特

殊
縁
石
を
用
い
る
場
合
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
）
と
す
る
こ
と
。

四

横
断
歩
道

㈠

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
横
断
歩
道
を
設
け

る
こ
と
。

㈡

横
断
歩
道
に
は
、
道
路
標
識
又
は
信
号
機
及
び
道
路
標
示
を
設
け
る

こ
と
。

五

視
覚
障
害
者

誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク

㈠

視
覚
障
害
者
が
多
く
利
用
す
る
道
路
に
は
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。

㈡

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
色
は
、
黄
色
を
原
則
と
す
る
。
た

だ
し
、
周
辺
の
舗
装
の
色
彩
と
の
輝
度
比
に
お
い
て
対
比
効
果
が
発
揮

で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
の
色
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
輝
度
比
が
確
保
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

立
体
横
断
施

設

立
体
横
断
施
設
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
に
対
す
る
安
全
性
及
び
移
動

性
に
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。

七

ベ
ン
チ
等

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
歩
行
中
に
休
憩
や
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

と
し
て
、
必
要
に
応
じ
、
ベ
ン
チ
等
を
設
け
る
こ
と
。

八

案
内
・
標
示

㈠

道
路
の
要
所
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
共
施
設
、
病
院
等
の
案
内
標

識
を
整
備
す
る
こ
と
。

㈡

標
示
は
、
大
き
め
で
、
分
か
り
や
す
い
文
字
、
記
号
等
で
表
記
す
る

こ
と
。
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九

駐
車
場
（
道

路
附
属
物
と
し

て
の
駐
車
場
）

駐
車
場
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用

で
き
る
よ
う
十
分
な
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
た
め
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
十

一
の
部
十
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
九

休
憩
設
備

（
ベ
ン
チ
等
）

㈠

ベ
ン
チ
等
そ
の
他
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
設

備
を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
旅
客
の
円
滑
な
流
動
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

㈡

㈠
の
設
備
に
優
先
席
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
付
近
に
、
当
該
優
先

席
に
お
け
る
優
先
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
表
示
す
る
標
識

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
準
２
０
２
２

」
を
「福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

基
準
２
０
２
３

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式

（第１片）
()表
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、
同
様
式

（第２片）
()表
中
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
以
前
に
新
設
又
は
改
修
の
工
事
に
着
手
し
た
、
東

京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
三
十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
都
市
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
整
備
基
準
適
合
証
（
以
下
「
適
合
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の

完
成
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改

正
後
の
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
る
適
合
証
の
交
付
を
妨
げ
な

い
。

３

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勧
告
に
お
い
て
勘
案
す
る
整
備
基
準
は
、
施
行
日
前
に
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い

う
。
）
第
九
条
の
届
出
が
あ
っ
た
条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
都
市
施
設
に
つ
い
て
は
、

旧
規
則
に
定
め
る
整
備
基
準
と
す
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
別
記
第
二
号
様
式
、
第
五
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
に
よ
る
用

紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
四
号

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式

（第２片）
()裏
中

を

「

」

「

」
に
改
め
る
。
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プ
ー
ル
等
取
締
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
記
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
プ
ー
ル
等
取
締
条
例
施
行
規
則
別
記
第
九

号
様
式
に
よ
る
環
境
衛
生
監
視
員
証
で
、
現
に
発
行
済
み
の
も
の
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
施
行
規
則
別
記
第
九
号
様
式
に
よ
る
環
境
衛
生
監
視
員
証
の
交
付
を
受
け
る
ま

で
の
間
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
五
号

東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
（
平
成
十
四
年
東
京
都
規
則
第
二
百
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る

安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
様
式
に
よ
る
環
境
衛
生
監
視
員
証

で
、
現
に
発
行
済
み
の
も
の
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お

け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
様
式
に
よ
る
環
境
衛
生
監
視

員
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
六
号

東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
別
記
第
十
三
号
様
式
に
よ
る
動
物
監
視
員
の
証
で
、
現
に
発
行
済
み
の
も
の
は
、
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
十
三
号

様
式
に
よ
る
動
物
監
視
員
の
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
の
間
又
は
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

多
摩
川
水
系
砂
利
採
取
収
束
に
伴
う
転
業
等
の
資
金
貸
付
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
七
号

多
摩
川
水
系
砂
利
採
取
収
束
に
伴
う
転
業
等
の
資
金
貸
付
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則

多
摩
川
水
系
砂
利
採
取
収
束
に
伴
う
転
業
等
の
資
金
貸
付
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都

規
則
第
二
百
九
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
臨
海
地
域
開
発
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
八
号

東
京
都
臨
海
地
域
開
発
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
臨
海
地
域
開
発
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
六
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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二

無
形
固
定
資
産

１

電
話
加
入
権

２

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定

３

そ
の
他
の
無
形
資
産
で
あ
つ
て
、
無
形
固
定
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の

第
八
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
建
設
仮
勘
定
」
の
下
に
「
又
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定
」
を
加
え
、

同
条
第
一
項
中
「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定
を
設
け
て
経
理
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
制
作
が
完
了
し
た
場
合
」
を
加
え
る
。

第
九
十
二
条
の
二
中
「
電
話
加
入
権
」
の
下
に
「
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
精
算
表
を
作
成
し
、
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
臨
海
地
域
開
発
事
業
財
務
規
則
の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
の

事
業
年
度
か
ら
適
用
し
、
令
和
三
年
度
以
前
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
港
港
湾
施
設
用
地
の
長
期
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
六
十
九
号

東
京
港
港
湾
施
設
用
地
の
長
期
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
港
港
湾
施
設
用
地
の
長
期
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
東
京
都
規
則
第
百
七
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
斜
線
表
示
」
を
削
り
、
同
表
大
井
ふ
頭
そ
の
二
の
項
中
「
十
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を

「
二
十
一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
表
別
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
消
防
庁
消
防
職
員
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
七
十
号

東
京
消
防
庁
消
防
職
員
委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
消
防
庁
消
防
職
員
委
員
会
規
則
（
平
成
八
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
十
人
」
を
「
十
二
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
七
十
一
号

火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
の
二
第
二
項
の
表
消
防
用
設
備
等
の
項
図
書
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
表
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
項
中
「
図
書
」
の
下
に
「
で
省
令
第
三
十
三
条

の
十
八
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
三
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
五
の
二
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
七
及
び
第
二
号
様
式
の
八
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「

」
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
十
、
第
二
号
様
式
の
十
一
及
び
第
二
号
様
式
の
十
四
中
「

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
の
二
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
の
二
中
「あ

て

」
を
「宛

」
に
改
め
、
「

」
を
削
る
。

別
記
第
二
十
六
号
様
式
中
「

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
火
災
予
防
条
例
施
行
規
則
の
様
式
（
こ
の

規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修

正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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東
京
都
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
七
十
二
号

東
京
都
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

削
除

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
二
号
様
式
の
四
ま
で
、
第
二
号
様
式
の
五
か
ら
第
三
号
様
式
の
十
一
ま
で

及
び
第
六
号
様
式
の
二
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
別

記
第
一
号
様
式
か
ら
第
二
号
様
式
の
四
ま
で
、
第
二
号
様
式
の
五
か
ら
第
三
号
様
式
の
十
一
ま
で
及

び
第
六
号
様
式
の
二
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
消
防
庁
職
員
互
助
組
合
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
七
十
三
号

東
京
消
防
庁
職
員
互
助
組
合
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
消
防
庁
職
員
互
助
組
合
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
の
災
害
、
死
亡
、
結
婚
若
し
く
は
傷
病
又
は
そ
の
被
扶
養
者
の
災
害
、
死

亡
」
を
「
及
び
被
扶
養
者
等
の
災
害
、
慶
弔
、
傷
病
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
結
婚
祝
金
」
を

「
慶
事
祝
金
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
被
扶
養
者
等
の
範
囲
）

第
十
七
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
被
扶
養
者
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

組
合
員
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理

念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
（
平
成
三
十
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
の
証

明
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
同
等
の
制
度
で
あ
る
と
知

事
が
認
め
た
地
方
公
共
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
証
明
を
受
け
た
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
で
あ
つ
て
、
同
居
し
、
か
つ
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
も
の
（
以

下
単
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
と
い
う
。
）

二

組
合
員
の
子

三

組
合
員
の
父
母

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
、
組
合
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し
て
そ
の
収
入
に

よ
り
生
計
を
維
持
す
る
も
の

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
受
く
べ
き
遺
族
」
を
「
受
け
る
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
六

条
」
を
「
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
第
十
六
条
」
に
、
「
受
く
べ

き
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
遺
族
」
を
「
受
け
る
べ
き
者
」
に
、
「
次
に
掲
げ
る
者
」
を

「
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
中
「
配
偶
者
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中

「
組
合
員
で
あ
つ
た
者
」
を
「
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
受
く
べ
き
遺
族
」
を
「
受
け
る
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
ま

た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
受
く
べ
き
遺
族
」
を
「
受
け
る
べ
き
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
受
く
べ
き
遺
族
」
を
「
受
け
る
べ
き
者
」
に
、
「
あ
た
つ
て
は
」
を
「
当
た
つ
て

は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条

削
除

第
二
十
三
条
中
「
被
扶
養
者
」
を
「
被
扶
養
者
等
」
に
、
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
、
組
合
員
」
の
下
に
「
及
び
被
扶
養
者
等
」
を
加
え
、
「
次
の
各
号
に
」
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を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
組
合
員
」
の
下
に
「
及
び
被
扶
養
者
等
」
を
加
え
、
「
並
び

に
慰
楽
」
を
削
り
、
「
経
営
」
を
「
利
用
に
関
す
る
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
組
合
員
」
の

下
に
「
及
び
被
扶
養
者
等
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
消
防
庁
職
員
互
助
組
合
規
則
の
規
定
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

３

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
消
防
庁

職
員
互
助
組
合
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
給

付
で
あ
っ
て
、
改
正
前
の
規
則
第
十
八
条
に
規
定
す
る
遺
族
が
給
付
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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